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奈良県・和歌山県の1889年・1953年の災害と2011年災害の比較図 
 1889年災害の奈良県側は宇智吉野郡役所（1891）『吉野郡水災史』を整

理したもので（田畑ほか 2002）、和歌山県側は明治大水害誌編集委員会

（1989）『紀州田辺明治大水害―100 周年記念誌―』をもとに、本書 2.9
項で整理した天然ダム（土砂崩れダム）の地点である。 
 2011年台風12号による天然ダムは、近畿地方整備局及び奈良県土木部

砂防課の公表資料を用いた。基図は防災科学技術研究所の地すべり地形

（地すべり移動体）分布図を使用し、大規模崩壊・崩壊は、同研究所が衛

星写真・航空写真などをもとに抽出したものである。 



 
 

 

 

日本の天然ダムと対応策 
（カラーweb版） 

 

水山高久監修 

 

 

財団法人砂防フロンティア整備推進機構 

森 俊勇 

坂口哲夫 

井上公夫 

編著 

 

 

古今書院 

 

 



 
 

監 修 の 言 葉 

京都大学大学院農学研究科教授 水山 高久 

 地震や豪雨によって大規模な崩壊や土石流が発生し、その土砂が河道を閉塞して天然ダムを形成す

る事があります。天然ダムに水が溜まり、上流では浸水被害が発生し、やがて越流が始まります。そ

の際、急激に侵食が進んで、大きな土石流や洪水を引き起こすことがあります。一方、閉塞した土塊

の浸透流量が流入する流量より多くて越流決壊が発生しないもの、越流しても侵食が穏やかで災害を

発生することなく消滅するもの、残存するものも多いと考えられます。実際に残存して、地域の貴重

な水源地や自然公園となっているものもあります。 
著者ら（一部）は2002年に、古今書院より『天然ダムと災害』を出版しました。そこでは国内外

の天然ダムのデータを収集し、その規模や決壊の特性を整理しました。さらに、国内の天然ダムによ

る災害事例を示して、形成と決壊過程を分析しました。米国の事例、氷河湖の決壊にもふれ、天然ダ

ム決壊時のピーク流量の予測手法の現状について整理しました。決壊による下流域への影響について

は、常願寺川上流・立山カルデラの鳶崩れを対象として示し、最後に、天然ダム形成時の対応と対策

を示しました。この本が出版された時点では、それまで防災の対象としてあまり重視されて来なかっ

た、天然ダムによる災害を関係者に認識していただくのが、大きな目的でした。この出版をきっかけ

に、天然ダムの形成を想定した情報収集・伝達、対応の訓練も始まりました。 
 その後、思いがけず 2004 年 10 月に新潟県中越地震が発生し、多くの天然ダムが形成されて、現

実に対応する事になりました。この災害後の対応への反省を踏まえ、試行錯誤を経て、天然ダム決壊

時の流量を予測する手法（LADOFモデル）が実用に供せられるまで開発され、対策工法の議論も進

みました。2005 年 9 月には宮崎県耳川で豪雨によって天然ダムが形成され、これは 3 時間程度で決

壊しました。さらに、2008 年 6 月に岩手・宮城内陸地震が発生し、そこでも多くの天然ダムが形成

され、中越地震の経験，教訓を生かした対応がなされました。 
 本書は、前書（2002）以降に発生した天然ダムの事例を整理し、さらに著者の一人である井上公

夫が中心となって作業し、新たに明らかになった過去の天然ダム災害を紹介すると共に、研究が進ん

だ天然ダムの決壊過程をモデル化した決壊時流量の推定法、最近の災害を踏まえて整理された天然ダ

ム形成時の対応策を示したものです。 
財団法人砂防フロンティア整備推進機構は、本書に掲載された図や写真をカラーで見て頂くために、

当機構のホームページで2012年より公開する予定です。 
 本書が、今後の天然ダムの形成、決壊により引き起こされる土砂災害、洪水災害の防止、軽減に役

立てば幸いです。 
  
                                      2011年9月 
 
（カラーweb版）は、発刊後に頂いた書評・新刊紹介や、著者らの報文を含めて、元のカラー原稿

をpdf化して、当機構のホームページに掲載したものです。 
                                      2012年9月 
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口絵 1 世界の天然ダム災害，氷河湖決壊の分布 
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口絵 2 東竹沢河道閉塞地点の水位変動と天然ダム対策の経緯（国土交通省北陸地方整備局 2004b）
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口絵 3 柳沢絵図の佐久郡南部（楜沢竜吉氏蔵）  口絵 4 仁和洪水の範囲とマニング式の計算断面位置 

凡例
河川整備計画*の計画高水流量 設定地点
ハイドログラフ作成地点
遺跡箇所
計算区間
湛水域

*信濃川水系河川整備基本方針H20より引用

地点：立ヶ花 
計画高水流量

地点：千曲川・犀川合
流点 
対象洪水 寛保 大洪

地点：悔瀬下 
計画高水流量*

地点：佐久盆地上流端 
対象洪水：仁和の洪水

（ 然ダム決壊）

犀川合流点 

口絵 5 湯奥村絵図、天保九年四月（1838 年 5 月）      口絵 6 下部川の航空写真による判読図 
湯之奥金山博物館蔵                国土地理院 1975 年撮影、CCB-75-17、C14-3
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赤色立体図 

アジア航測作成 

口絵 7 天明三年浅間山噴火に伴う堆積物と災害の分布（井上 2004） 

口絵 8 天明泥流に覆われた遺跡と泥流の到達範囲図と赤色立体図、長野原～吾妻渓谷 
                    3) 



 
  

 
 
 
 

口絵 10 龍神村下柳瀬の災害状況図

（1/2.5 万「西」図幅） 

写真

口絵 9 秋津川流域被災図（榎本全部作）       口絵 11 新宮川大水害記念図（新宮市） 
（明治大水害誌編集委員会，1989）       口絵 12 絵図から見る新宮市街地の被害 

       状況推定図（1/2.5 万「新宮」図幅） 
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